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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）（１）直鎖ポリジメチルシロキサンの二官能性オキシラン化合物、（２）直鎖ポリ
ジメチルシロキサンの二官能性オキシラン化合物と二つのエポキシ基を持つポリエーテル
との混合物、（３）直鎖ポリジメチルシロキサンの二官能性オキシラン化合物と二つのエ
ポキシ基を持つ炭化水素との混合物からなる群より選択される二つのオキシラン基を含有
するオキシラン化合物と
ｂ）式：
Ｎ（Ｈ）（Ｒ１）Ｒ２Ｓｉ（ＯＲ３）３

〔式中、Ｒ１は、Ｈであり；
Ｒ２は、１から６０個の炭素からなる、二価の、直鎖のもしくは分岐の炭化水素基からな
る群より選択され；
Ｒ３は、１から２００個の炭素原子を持つ一価の、直鎖のもしくは分岐の炭化水素基から
なる群より選択される〕を持つアミノシラン
との反応産物を含有する組成物。
【請求項２】
　前記直鎖ポリジメチルシロキサンが、式：
ＭｆＭＥ

ｈＤｋＤＥ
ｌ

〔式中、
Ｍ＝Ｒ９Ｒ１０Ｒ１１ＳｉＯ１／２；
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ＭＥ＝Ｒ１２Ｒ１３（ＲＥ）ＳｉＯ１／２；
Ｄ＝Ｒ１８Ｒ１９ＳｉＯ２／２；
ＤＥ＝Ｒ２０ＲＥＳｉＯ２／２

であり、ここでＲ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９およびＲ２０は
それぞれ独立してメチルであり；
ＲＥは、独立して、オキシラン部分の一つもしくはそれ以上を含有する１から６０個の炭
素原子を持つ一価の炭化水素基であり；
下付文字ｆはゼロもしくは正であり、下付文字ｆがゼロであるときｈが正である必要があ
るという制限に従い；
下付文字ｈはゼロもしくは正であり、ｈがゼロであるとき、下付文字ｆが正である必要が
あるという制限に従い、そして下付文字ｈおよびｌの合計は正であるという制限に従い；
下付文字ｋはゼロもしくは正であり、そして０から１，０００の範囲の値を持ち；
下付文字ｌはゼロもしくは正であり、そして０から４００の範囲の値を持ち、下付文字ｈ
およびｌの合計が正であるという制限に従う〕
を持つ、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記炭化水素が、式：
Ｒ２２

ｙ（Ｒ２３）ｚ（Ｒ２４）α（Ｒ２５）β

〔式中、Ｒ２２およびＲ２５は、独立して、オキシラン部分の一つもしくはそれ以上を含
有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素基であり；
Ｒ２３およびＲ２４は、１から１０００個の炭素の、直鎖のもしくは分岐の、二価の炭化
水素基からなる群よりそれぞれ選択され；
下付文字ｙ、ｚ、α、βはゼロもしくは正であり、ゼロから４の範囲であり、（ｙ＋β）
＝２という制限に従う〕
を持つ、請求項１もしくは２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ポリエーテルが、式：
Ｒ２６Ｏ（Ｒ２７）γ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）δ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ε（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ζＲ２８

〔式中、Ｒ２６およびＲ２８は、独立して、オキシラン部分の一つもしくはそれ以上を含
有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素基であり；
Ｒ２７は、－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－および－Ｃ４Ｈ８Ｏ－からなる二価の基の群
より選択され；
下付文字γはゼロもしくは１であり；
下付文字δはゼロもしくは正であり、そして０から１００の範囲の値を持ち、（δ＋ε＋
ζ）＞０という制限に従い；
下付文字εはゼロもしくは正であり、そして０から１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε＋
ζ）＞０という制限に従い；
下付文字ζはゼロもしくは正であり、そして０から１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε＋
ζ）＞０という制限に従う〕
を持つ、請求項１もしくは２に記載の組成物。
【請求項５】
Ｒ２が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から２０個の炭素原子を持ち；
下付文字ｌが０から２００の範囲であり；そして
下付文字ｋが０～５００の範囲である、請求項２または請求項２に従属する請求項３もし
くは４に記載の組成物。
【請求項６】
Ｒ２が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から２０個の炭素原子を持ち；そして
Ｒ２３およびＲ２４がそれぞれ独立して５から１０００個の炭素原子を持つ、請求項３に
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記載の組成物。
【請求項７】
Ｒ２が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から２０個の炭素原子を持ち；そして
下付文字δ、ε、ζがそれぞれ独立して０から５０の範囲である、請求項４に記載の組成
物。
【請求項８】
Ｒ２が２から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から１５個の炭素原子を持ち；
下付文字ｌが０から１００の範囲であり；そして
下付文字ｋが５～２５０の範囲である、請求項５に記載の組成物。
【請求項９】
Ｒ２が２から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から１５個の炭素原子を持ち；そして
Ｒ２３およびＲ２４がそれぞれ独立して１０から５００個の炭素原子を持つ、請求項６に
記載の組成物。
【請求項１０】
Ｒ２が２から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から１５個の炭素原子を持ち；そして
下付文字δ、ε、ζがそれぞれ独立して０から３０の範囲である、請求項７に記載の組成
物。
【請求項１１】
Ｒ２が２から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が２から８個の炭素原子を持ち；
下付文字ｌが０から５０の範囲であり；
下付文字ｋが５～１５０の範囲である、請求項２に記載の組成物。
【請求項１２】
Ｒ２が２から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が２から８個の炭素原子を持ち；そして
Ｒ２３およびＲ２４がそれぞれ独立して１０から３００個の炭素原子を持つ、請求項９に
記載の組成物。
【請求項１３】
Ｒ２が２から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が２から８個の炭素原子を持ち；そして
下付文字δ、ε、ζがそれぞれ独立して０から１５の範囲である、請求項１０に記載の組
成物。
【請求項１４】
　不連続相が水を含有し、そしてエマルションが請求項１から１３のいずれか一項に記載
の組成物を含有する水性エマルション。
【請求項１５】
　連続相が水を含有し、そしてエマルションが請求項１から１３のいずれか一項に記載の
組成物を含有する水性エマルション。
【請求項１６】
　不連続相が非水性ヒドロキシ有機溶媒を含有し、そしてエマルションが請求項１から１
３のいずれか一項に記載の組成物を含有する非水性エマルション。
【請求項１７】
　連続相が非水性ヒドロキシ有機溶媒を含有し、そしてエマルションが請求項１から１３
のいずれか一項に記載の組成物を含有する非水性エマルション。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　関連する出願への相互参照
　本出願は２００７年１１月２日に出願された米国仮特許出願連続番号６０／９８４，７
５３への優先権を主張する。
【０００２】
　本発明の分野
　本発明は、エポキシ化合物とアミノシランとの反応産物として形成される新規のコポリ
マーに関する。
【背景技術】
【０００３】
　米国特許４，０６２，９９９Ａは、布繊維をアミノ官能性シランとエポキシ官能性シリ
コーンとの混合物によって処理するプロセスを記載する。反応していない混合物が繊維へ
と塗布され、そしてオーブン中で熱処理される。
【０００４】
　米国特許４，３５９，５４５Ａは、アミノ官能性シリコーンとエポキシ官能性シリコー
ンとを布表面で反応させるプロセスを記載する。混合物が布へと塗布され、そしてオーブ
ン中で熱処理される。
【０００５】
　米国特許５，３８４，３４０は、湿気硬化性もしくは光硬化性のコートシステムの使用
を記載する。プロセスは、エポキシもしくはメタクリル官能性シランと過剰のアミノ官能
性シリコーンとを最初に反応させることを含む。残った反応していないアミノ基はその後
にエポキシもしくはイソシアノ官能性ビニル含有分子と反応する。生じる物質は湿気硬化
性のアルコキシシラン基とフリーラジカル硬化性ビニル基との両方を含有する。
【０００６】
　欧州特許１，１１６，８１３Ａ１は、エポキシおよびグリコール官能性を持つシロキサ
ン、ならびにアミノシランもしくはシリコーン第四級アンモニウム化合物のいずれか一方
を含有する布処理組成物を記載する。好ましくは、組成物は水性のエマルションとして配
合される。エマルションは布表面へと塗布され、混合物を硬化させるための熱処理が後に
続く。
【０００７】
　米国特許５，１０２，９３０Ａは、例えばウールのようなケラチンの繊維を含有する繊
維物質の仕上げに好適なシリコーン系の繊維仕上げ剤を記載する。繊維仕上げ剤は、アミ
ノ官能性アルコキシシランもしくはそれらの加水分解産物と無水のエポキシ官能性アルコ
キシシランおよび硬化触媒との反応産物とコロイド状シリカの混合物と、ヒドロキシ含有
オルガノポリシロキサンを混合した水性エマルションである。
【０００８】
　米国特許６，４７５，５６８Ｂ１は、シランもしくは反応基を含有しない、非架橋性シ
リコーンポリエーテルの非（ＡＢ）ｎである物質の合成を記載する。改良されたシリコー
ンは様々な物理特性を示し得る。ポリマーを、有機置換基の性質に基づいて、親水性、脂
溶性および疎水性へと改良できる。近年、直鎖の交互コポリマーおよび直鎖ランダムコポ
リマーが、アルキルもしくはポリエーテルならびにポリジメチルシロキサン単位を用いて
製造されている。これらの物質は、パーソナルケア（ヘアコンディショナー、スキンケア
およびカラー化粧品）、布処理、硬表面改良剤、農業補助剤などを含むさまざまな用途を
示す。残念ながらこれらの物質は液体であり、表面に塗布されるとき、限定された堅牢性
を示す。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、
ａ）少なくとも二つのオキシランもしくはオキセタン基を含有するオキシランもしくはオ
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キセタン化合物と
ｂ）式：
Ｎ（Ｈ）（Ｒ１）Ｒ２Ｓｉ（ＯＲ３）３－ａ－ｂ－ｃ（ＯＲ４）ａ（Ｒ５Ｓｉ（ＯＲ６）

ｄ（Ｒ７）ｅ）ｂＲ８
ｃ

〔式中、Ｒ１は、Ｈ、または１から２０個の炭素原子からなる、一価の炭化水素ラジカル
からなる群より選択され；
Ｒ２は、１から６０個の炭素からなる、二価の、直鎖のもしくは分岐の炭化水素ラジカル
からなる群より選択され；
Ｒ４は３から２００個の炭素原子を含有する炭化水素ラジカルであり；
Ｒ５は、酸素、または１から６０個の炭素からなる、二価の、直鎖のもしくは分岐の炭化
水素ラジカルからなる群より選択され；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ、１から２００個の炭素原子を持つ一価の、直鎖
のもしくは分岐の炭化水素ラジカルからなる群より独立して選択され；
下付文字ｂはゼロもしくは正の数字であり、そして０から３の範囲の値を持ち；
下付文字ａおよびｃはゼロもしくは正であり、そして０から３の範囲の値を持ち、ただし
（ａ＋ｂ＋ｃ）≦３という限定に従い；
下付文字ｄおよびｅはゼロもしくは正であり、そして０から３の範囲の値を持ち、ただし
（ｄ＋ｅ）≦３という限定に従う〕を持つアミノシランとの反応産物を含有する組成物を
提供する。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、
ａ）少なくとも二つのオキシランもしくはオキセタン基を含有するオキシランもしくはオ
キセタン化合物と
ｂ）式：
Ｎ（Ｈ）（Ｒ１）Ｒ２Ｓｉ（ＯＲ３）３－ａ－ｂ－ｃ（ＯＲ４）ａ（Ｒ５Ｓｉ（ＯＲ６）

ｄ（Ｒ７）ｅ）ｂＲ８
ｃ

〔式中、Ｒ１は、Ｈ、または１から２０個の炭素原子からなる、一価の炭化水素ラジカル
からなる群より選択され；
Ｒ２は、１から６０個の炭素からなる、二価の、直鎖のもしくは分岐の炭化水素ラジカル
からなる群より選択され；
Ｒ４は３から２００個の炭素原子を含有する炭化水素ラジカルであり；
Ｒ５は、酸素、または１から６０個の炭素からなる、二価の、直鎖のもしくは分岐の炭化
水素ラジカルからなる群より選択され；
Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ、１から２００個の炭素原子を持つ一価の、直鎖
のもしくは分岐の炭化水素ラジカルからなる群より独立して選択され；
下付文字ｂはゼロもしくは正の数字であり、そして０から３の範囲の値を持ち；
下付文字ａおよびｃはゼロもしくは正であり、そして０から３の範囲の値を持ち、ただし
（ａ＋ｂ＋ｃ）≦３という限定に従い；
下付文字ｄおよびｅはゼロもしくは正であり、そして０から３の範囲の値を持ち、ただし
（ｄ＋ｅ）≦３という限定に従う〕を持つアミノシランとの反応産物を含有する組成物を
提供する。
【００１１】
　本発明は、オキシランもしくはオキセタン化合物がシロキサン、炭化水素およびポリエ
ーテルからなる群より選択されるような反応産物組成物をさらに提供し、特にここでオキ
シランもしくはオキセタン化合物が式：
ＭｆＭＥ

ｈＭＰＥ
ｉＭＨ

ｊＤｋＤＥ
ｌＤＰＥ

ｍＤＨ
ｎＴｏＴＥ

ｐＴＰＥ
ｑＴＨ

ｒＱｓ

〔式中、
Ｍ＝Ｒ９Ｒ１０Ｒ１１ＳｉＯ１／２；
ＭＨ＝Ｒ１２Ｒ１３ＨＳｉＯ１／２；
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ＭＰＥ＝Ｒ１２Ｒ１３（－ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１４）（Ｒ１５）ｔＯ（Ｒ１６）ｕ（Ｃ２Ｈ４

Ｏ）ｖ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｗ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｘＲ１７）ＳｉＯ１／２；
ＭＥ＝Ｒ１２Ｒ１３（ＲＥ）ＳｉＯ１／２；
Ｄ＝Ｒ１８Ｒ１９ＳｉＯ２／２；
ＤＨ＝Ｒ２０ＨＳｉＯ２／２；
ＤＰＥ＝Ｒ２０（－ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１４）（Ｒ１５）ｔＯ（Ｒ１６）ｕ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｖ

（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｗ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｘＲ１７）ＳｉＯ２／２；
ＤＥ＝Ｒ２０ＲＥＳｉＯ２／２；
Ｔ＝Ｒ２１ＳｉＯ３／２；
ＴＨ＝ＨＳｉＯ３／２；
ＴＰＥ＝（－ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１４）（Ｒ１５）ｔＯ（Ｒ１６）ｕ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｖ（Ｃ３

Ｈ６Ｏ）ｗ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｘＲ１７）ＳｉＯ３／２；
ＴＥ＝ＲＥＳｉＯ３／２；および
Ｑ＝ＳｉＯ４／２；
であり、ここでＲ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２０および
Ｒ２１はそれぞれ独立して１から６０個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルの群よ
り選択され；
Ｒ１４はＨまたは１から６個の炭素原子のアルキル基であり；
Ｒ１５は１から６個の炭素の二価のアルキルラジカルであり；
Ｒ１６は、－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－および－Ｃ４Ｈ８Ｏ－からなる二価のラジカ
ルの群より選択され；
Ｒ１７は、Ｈ、１から６個の炭素の単官能性の炭化水素ラジカルもしくはアセチルであり
；
ＲＥは、独立して、オキシランもしくはオキセタン部分の一つもしくはそれ以上を含有す
る１から６０個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり；
下付文字ｆはゼロもしくは正であり、下付文字ｆがゼロであるときｈが正である必要があ
るという制限に従い；
下付文字ｈはゼロもしくは正であり、ｈがゼロであるとき、下付文字ｆが正である必要が
あるという制限に従い、そして下付文字ｈ、ｌおよびｐの合計はは正であるという制限に
従い；
下付文字ｋはゼロもしくは正であり、そして約０から約１，０００の範囲の値を持ち；
下付文字ｌはゼロもしくは正であり、そして約０から約４００の範囲の値を持ち、下付文
字ｈ、ｌおよびｐの合計が正であるという制限に従い；
下付文字ｏはゼロもしくは正であり、そして０から約５０の範囲の値を持ち；
下付文字ｐはゼロもしくは正であり、そして０から約３０の範囲の値を持ち、下付文字ｈ
、ｌおよびｐの合計は正であるという制限に従い；
下付文字ｓはゼロもしくは正であり、そして０から約２０の範囲の値を持ち；
下付文字ｉはゼロもしくは正であり、そして０から約２０の範囲の値を持ち；
下付文字ｍはゼロもしくは正であり、そして０から約２００の範囲の値を持ち；
下付文字ｑはゼロもしくは正であり、そして０から約３０の範囲の値を持ち；
下付文字ｊはゼロもしくは正であり、そして０から約２の範囲の値を持ち；
下付文字ｎはゼロもしくは正であり、そして０から約２０の範囲の値を持ち；
下付文字ｒはゼロもしくは正であり、そして０から約３０の範囲の値を持ち；
下付文字ｔはゼロもしくは１であり；
下付文字ｕはゼロもしくは１であり；
下付文字ｖはゼロもしくは正であり、０から約１００の範囲の値を持ち、（ｖ＋ｗ＋ｘ）
＞０という制限に従い；
下付文字ｗはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の範囲の値を持ち、（ｖ＋ｗ
＋ｘ）＞０という制限に従い；
下付文字ｘはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の範囲の値を持ち、（ｖ＋ｗ
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＋ｘ）＞０という制限に従う〕を持つシロキサンであるか、または代替的にここでオキシ
ランもしくはオキセタン化合物は式：
Ｒ２２

ｙ（Ｒ２３）ｚ（Ｒ２４
α）（Ｒ２５）β

〔式中、Ｒ２２およびＲ２５は、独立して、オキシランもしくはオキセタン部分の一つも
しくはそれ以上を含有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり
；
Ｒ２３およびＲ２４は、Ｈ、または１から１０００個の炭素の、直鎖のもしくは分岐の、
一価の炭化水素ラジカルからなる群よりそれぞれ選択され；
下付文字ｙ、ｚ、α、βはゼロもしくは正であり、ゼロから４の範囲であり、（ｙ＋β）
＞２という制限に従う〕を持つ炭化水素であるか、または代替的にここでオキシランもし
くはオキセタン化合物は式：
Ｒ２６Ｏ（Ｒ２７）γ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）δ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ε（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ζＲ２８

〔式中、Ｒ２６およびＲ２８は、独立して、オキシランもしくはオキセタン部分の一つも
しくはそれ以上を含有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり
；
Ｒ２７は、－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－および－Ｃ４Ｈ８Ｏ－からなる二価のラジカ
ルの群より選択され；
下付文字γはゼロもしくは１であり；
下付文字δはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の範囲の値を持ち、（δ＋ε
＋ζ）＞０という制限に従い；
下付文字εはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε
＋ζ）＞０という制限に従い；
下付文字ζはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε
＋ζ）＞０という制限に従う〕を持つポリエーテルである。
【００１２】
　本発明はまた、
式：
Ｒ２９（Ｒ３０）κＳｉ（ＯＲ３１）３－η－θ（Ｒ３２）η（ＯＲ３３）θ

〔式中、Ｒ２９は、オキシランもしくはオキセタン部分の一つもしくはそれ以上を含有す
る３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり；
Ｒ３０は、１から６０個の炭素からなる二価の炭化水素ラジカルであり、そして下付文字
κはゼロもしくは１の値を持ち；Ｒ３１およびＲ３２は、独立して、１から６０個の炭素
原子を持つ、一価の、直鎖もしくは分岐の炭化水素ラジカルの群より選択され；
下付文字ηはゼロもしくは正であり、そして０から３の範囲の値を持ち；
下付文字θは０よりも大きく、そして３より小さいかもしくは３と等しく、３－η－θは
ゼロより大きいかもしくはゼロと等しいという条件に従い；
Ｒ３３は３から２００個の炭素原子を含有する炭化水素ラジカルである〕を持つ化合物の
反応産物をさらに含有する、エポキシ化合物およびアミノシランの反応産物を提供する。
【００１３】
　ここで用いられるとき、炭化水素ラジカルという表現は、特に窒素、酸素および硫黄で
あるヘテロ原子によって任意選択で置換されていても良いか、オキシラン及びオキセタン
基のような環状構造を任意選択で含有してもいて良い、炭化水素ラジカルを含む。
【００１４】
好ましい実施態様
　オキシランもしくはオキセタン化合物をアミノ含有化合物と反応させる際、オキシラン
もしくはエポキシ基のアミノ基に対するモル比は、好ましくは約１から約４であり、より
好ましくは約１．１よりも大きくそして約３．９よりも小さく、そしてもっとも好ましく
は約１．２よりも大きく、そして約３．８よりも小さい。Ｒ１は好ましくは１から約１０
の炭素原子もしくは水素の、より好ましくは１から約５の炭素原子もしくは水素の一価の
炭化水素ラジカルであり、もっとも好ましくはＲ１はＨである。Ｒ２は好ましくは１から
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約１０の炭素原子の、より好ましくは２から約８の炭素原子の、そしてもっとも好ましく
は３から約５の炭素原子の二価の炭化水素ラジカルである。Ｒ４は好ましくは３から約１
０の炭素原子の、より好ましくは３から約８の炭素原子の、もっとも好ましくは３から約
５の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ
好ましくは１から約２０の炭素原子の、より好ましくは１から約１５の炭素原子の、そし
てもっとも好ましくは２から約８の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。下付文字
ａは０から約３の、好ましくは約１から約３の、より好ましくは約２から約３の、もっと
も好ましくは０から約１の範囲にある。下付文字ｂは０から約２５の、より好ましくは０
から約１５の範囲にあり、そしてもっとも好ましくは３である。下付文字ｃは０から約３
の、より好ましくは０から約２の、そしてもっとも好ましくは０から約１の範囲にある。
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２０およびＲ２１はそれぞ
れ、好ましくは１から約４の炭素原子の、より好ましくは１から約３の炭素原子の、そし
てもっとも好ましくは１の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。下付文字ｆ、ｌ、
ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、ｑ、ｒ、ｓはそれぞれ０から約２００の、より好ましくは０から約１０
０の、そしてもっとも好ましくは０から約５０の範囲である。下付文字ｋは、０から約５
００の、より好ましくは５から約２５０の、そしてもっとも好ましくは５から約１５０の
範囲にある。下付文字ｖ、ｗおよびｘはそれぞれ、０から約５０の、より好ましくは０か
ら約３５の、そしてもっとも好ましくは０から約２５の範囲にある。Ｒ２３およびＲ２４

はそれぞれ、好ましくは５から約１０００の炭素原子の、より好ましくは１０から約５０
０の炭素原子の、そしてもっとも好ましくは１０から約３００の炭素原子の一価の炭化水
素ラジカルである。下付文字δ、ε、ζは０から約５０の、より好ましくは０から約３０
の、そしてもっとも好ましくは０から約１５の範囲にある。Ｒ３１およびＲ３２はそれぞ
れ、好ましくは１から約１０の炭素原子の、より好ましくは１から約８の炭素原子の、そ
してもっとも好ましくは１から約４の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。Ｒ３３

は、好ましくは３から約１００の炭素原子の、より好ましくは３から約５０の炭素原子の
、もっとも好ましくは３から約１０の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。
【００１５】
　最初に接触するか、その場（ｉｎ　ｓｉｔｕ）で形成されるか、混ぜられるか、または
一つもしくはそれ以上の物質、成分もしくは含有物と混合される直前の、本開示による物
質、成分もしくは含有物について述べる。反応産物、生じる混合物などとして認識される
物質、成分もしくは含有物は、当業者（例えば化学者）の一般常識と通常の技能と本開示
に沿って実施されるなら、接触、その場での形成、混ぜることもしくは混合操作の過程に
おける化学反応もしくは転換を通じて、固有性、特性もしくは性質を得る。化学反応物も
しくは開始物質から化学産物もしくは最終物質への転換は、それが起こる速さに依存せず
に連続して起こるプロセスである。従って、そのような転換プロセスが起こっている際、
開始及び最終物質の混合ならびに中間体種が存在し、それは、それらの動的な寿命、当業
者に公知の現在の分析技法を用いる検出の容易さもしくは困難さに依存する。
【００１６】
　明細書もしくはその請求項において化学名もしくは式によって言及される、単数もしく
は複数として述べられる反応物および化合物は、化学名もしくは化学型によって言及され
る他の物質（たとえば他の反応物もしくは溶媒）との接触する前に存在するとして認識さ
れる。生じる混合物、溶液反応媒体において起こる、初期のおよび／もしくは過渡的な化
学変化、転換または反応は、もし起こるなら、中間体種、マスターバッチなどとして認識
され、反応産物もしくは最終物質の実用性とは異なる実用性を持つ。他の続いて起こる変
化、転換もしくは反応は、特定の反応物および／もしくは化合物を一緒に本開示に従うと
される条件へと持ち込まれることによって生じる。それらの他の続いて起こる変化、転換
もしくは反応において、一緒に持ち込まれる反応物、含有物もしくは成分は反応産物もし
くは最終物質を識別するかまたは反応産物もしくは最終物質を示す。
【００１７】
　開始物質の反応産物としての本発明の産物を記載するに際して、引用される開始種に対
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して言及され、そして追加の物質が合成前駆体の開始混合物へと添加されることは注目す
べきである。それらの添加物質は反応性もしくは非反応性であってよい。本発明の特徴は
、反応産物が少なくとも開示されるように列挙される成分の反応により得られるというこ
とである。非反応性の成分は、希釈物として反応混合物へと添加されても良いし、反応産
物として調製される組成物の性質と関連しない追加的な性質を授けるために添加されても
良い。このように、例えば顔料のような非反応性の成分を追加的に含有する反応産物の組
成物を産生するための前、最中、もしくは後に、たとえば、顔料のような細かく微粉化し
た固体を反応混合物へと分散しても良い。追加の反応性の成分もまた添加しても良く、そ
のような成分は最初の反応物と反応するか、またはそれらは反応産物と反応してもよい。
「反応産物」という表現は、それらの可能性ならびに非反応性成分の添加を含むことを意
図されている。
【００１８】
　任意選択で、成分Ａと成分Ｂの反応は、反応性アルコキシシラン部分を持っているかも
しくは持っていない第一級もしくは第二級アミンの存在下で実施できる。結果はＡ、Ｂな
らびに第一級もしくは第二級アミンの反応産物となるであろう。それらの第一級アミンの
例は；メチルアミン、エチルアミン、プロピレンアミン、エタノールアミン、イソプロピ
ルアミン、ブチルアミン、イソブチルアミン、ヘキシルアミン、ドデシルアミン、オレイ
ルアミン、アニリンアミノプロピルトリメチルシラン、アミノプロピルトリエチルシラン
、アミノモルホリン、アミノプロピルジエチルアミンベンジルアミン、ナフチルアミン３
－アミノ－９－エチルカルバゾール、１－アミノヘプタフロロヘキサン、２，２，３，３
，４，４，５，５，６，６，７，７，８，８，８－ペンタデカフルオロ－１－オクタンア
ミンなどである。第二級アミンの例は；メチルエチルアミン、メチルオクタデシルアミン
、ジエタノールアミン、ジベンジルアミン、ジヘキシルアミンジシクロヘキシルアミン、
ピペリジン、ピロリジンフタルイミドなどである。ポリマーアミンもまたそのように用い
られ得る。
【００１９】
　本発明の実施態様の適用
　Ａ、すなわち分子当たり二つもしくはそれ以上のオキシランもしくはオキセタンを含有
するオキシランもしくはオキシタン化合物と、Ｂ、すなわちアミノシランとの反応による
産物は、ポリマー鎖へと共有結合するアルコキシシラン官能性部分を含有するポリマーを
もたらす。それらのアルコキシシラン基は特に加水分解によって活性化され、架橋ネット
ワークを導くさらなる反応を起こす。シランの架橋のメカニズムは通常２ステップのプロ
セスである。第一のステップは通常シラノールを形成するアルコキシシランの加水分解を
含む。第二のステップはそれ自身で作られるシラノール基の縮合もしくは他の反応性有機
基との縮合を含む。二つのシラノール基の間の反応は熱的に安定なシロキサン結合を導く
。シラノール基はまた、アルコール、カルボン酸、アミン、メルカプタンおよびケトン（
他の反応性基）のような有機部分と可逆的に縮合し得る。形成される結合はシロキサン結
合よりも安定性が低い。しかしながら架橋ネットワークが形成されると逆反応は大幅に減
少するかもしくは止まりさえもする。
【００２０】
　本発明の組成物を、純粋な成分、混合物もしくはエマルションとして利用できる。一般
的に知られるように、エマルションは一つが連続性で他のものが非連続性の少なくとも二
つの不混和な層を含有する。さらにエマルションは、さまざまな粘度の液体もしくは気体
または固体であり得る。さらにエマルションの粒径はそれをマイクロエマルションにも出
来、十分に小さいとき、マイクロエマルションは透明にもなり得る。さらもエマルション
のエマルションを作成することも可能であり、そしてそれらは多重エマルションとして一
般に知られている。これらのエマルションは：
　１）不連続相が水を含有し、そして連続相が本発明の組成物を含有する水性エマルショ
ン；
　２）不連続相が本発明の組成物を含有し、そして連続相が水を含有する水性エマルショ
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ン；
　３）不連続相が非水性ヒドロキシ溶媒を含有し、そして連続相が本発明の組成物を含有
する非水性エマルション；そして、
　４）連続相が非水性ヒドロキシ有機溶媒を含有し、そして不連続相が本発明の組成物を
含有する非水性エマルション、
のようであろう。
【００２１】
　成分Ａと成分Ｂの選択によって、生じる反応産物の親水性もしくは脂溶性の性質を変化
させ得る。このように、親水性と脂溶性のバランスによって、生じる反応産物は極性の水
もしくはヒドロキシ溶媒に可溶性であり得るか、またはオイル、低分子量シロキサンもし
くはシリコーンなどの非極性の溶媒において可溶性であり得る。
【００２２】
Ａ．農業での使用
農薬－農業、園芸、芝生、観賞植物および林業
　多くの農薬の用途は、葉の表面での湿潤と展着とをもたらすためにスプレー用混合物へ
の補助剤の添加を必要とする。この補助剤は、多くの場合界面活性剤であり、これは、湿
らすことが困難な葉の表面でのスプレー小滴の保持力を増大する、展着を高めてスプレー
される範囲を改善する、または植物外皮への除草剤の浸透力を与えることができるなどの
種々の機能を果たす。この補助剤は、タンク脇で入れる添加物（ｔａｎｋ－ｓｉｄｅ　ａ
ｄｄｉｔｉｖｅ）として供されるか、または農薬配合物の成分として使われる。
【００２３】
　農薬の典型的な用途は、農業、園芸、芝生、観賞植物、家庭および庭、獣医、そして林
業への適用を含む。
【００２４】
　本発明の農薬組成物はまた、少なくとも一つの農薬を含み、ここで、本発明の組成物は
、濃縮物として、またはタンク混合物に希釈されて、最終の使用濃度が０．００５％と２
％との間に達するのに充分な量で存在する。殺虫剤組成物は、任意選択で、賦形剤、共界
面活性剤、溶媒、泡制御剤、付着助剤、漂流飛散抑制剤、生物製剤、微量栄養素、肥料な
どを含んでもよい。農薬という用語は、有害生物を駆除するのに使用される任意の化合物
を意味し、例えば殺鼠剤、殺虫剤、殺ダニ剤、防かび剤、および除草剤である。用いる事
のできる農薬の説明的な例は、成長調整剤、光合成阻害剤、色素阻害剤、有糸分裂かく乱
物質、脂質生合成阻害剤、細胞壁阻害剤、および細胞膜かく乱物質を含むが、これらに限
定されない。本発明の組成物に採用される農薬の量は、採用される農薬の種類によって変
化する。本発明の組成物と共に使用されてよい農薬成分のより具体的な例は、フェノキシ
酢酸、フェノキシプロピオン酸、フェノキシ酪酸、安息香酸、トリアジンおよびｓ－トリ
アジン、置換尿素、ウラシル、ベンタゾン、デスメジファム、メタゾール、フェンメジフ
ァム、ピリダート、アミトロール、クロマゾン、フルリドン、ノルフルラゾン、ジニトロ
アニリン、イソプロパリン、オリザリン、ペンジメタリン、プロジアミン、トリフルラリ
ン、グリホサート、スルホニル尿素、イミダゾリノン、クレトジム、ジクロホップ－メチ
ル、フェノキサプロップ－エチル、フルアジホップ－ｐ－ブチル、ハロキシホップ－メチ
ル、キザロホップ、セトキシジム、ジクロベニル、イソキサベン、そしてビピリジリウム
の化合物のような除草剤と成長調整剤とであるが、これらに限定されない。
【００２５】
　本発明と共に使用され得る防カビ剤組成物は、アリジモルフ、トリデモルフ、ドデモル
フ、ジメトモルフ；フルシラゾール、アザコナゾール、シプロコナゾール、エポキシコナ
ゾール、フルコナゾール、プロピコナゾール、テブコナゾールなど；イマザリル、チオフ
ァネート、ベノミル、カルベンダジム、クロロチアロニル、ジクロラン、トリフロキシス
トロビン、フロキシストロビン、ジモキシストロビン、アゾキシストロビン、フルカラニ
ル、プロクロラズ、フルスルファミド、ファモキサドン、カプタン、マンネブ、マンコゼ
ブ、ドジシン、ドジンおよびメタラキシルを含むが、これらに限定されない。
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【００２６】
　本発明の組成物と共に使用されてよい殺虫剤、殺幼虫剤、殺ダニ剤、および殺卵剤の化
合物は、バチルスチューリンゲンシス、スピノサド、アバメクチン、ドラメクチン、レピ
メクチン、ピレスリン、カルバリル、プリミカルブ、アルジカルブ、メトミル、アミトラ
ズ、ホウ酸、クロルジメホルム、ノバルロン、ビストリフルロン、トリフルムロン、ジフ
ルベンズロン、イミダクロプリド、ダイアジノン、アセフェート、エンドスルファン、ケ
レバン、ジメトエート、アジンホスエチル、アジンホスメチル、イゾキサチオン、クロル
ピリホス、クロフェンテジン、ラムダシハロトリン、ペルメトリン、ビフェントリン、シ
ペルメトリンなどであるが、これらに限定されない。
【００２７】
肥料および微量栄養素
肥料および微量栄養素は硫酸亜鉛、硫酸鉄、硫酸アンモニウム、尿素、尿素硝酸アンモニ
ウム、チオ硫酸アンモニウム、硫酸カリウム、第一リン酸アンモニウム、リン酸尿素、硝
酸カルシウム、ホウ酸、ホウ酸のカリウムおよびナトリウム塩、リン酸、水酸化マグネシ
ウム、炭酸マンガン、多硫化カルシウム、硫酸銅、硫酸マンガン、硫酸鉄、硫酸カルシウ
ム、モリブデン酸ナトリウム、塩化カルシウムを含むがそれらには限定されない。
【００２８】
　農薬もしくは肥料は液体もしくは固体であって良い。固体であるなら、適用前に、溶媒
、もしくは本発明の有機修飾ジシロキサンに可溶性である事が好ましく、そしてシリコー
ンが溶媒として作用しても良いし、またはそのような可溶性のための界面活性剤、または
追加の界面活性剤がこの作用を実施しても良い。
【００２９】
　農業用賦形剤
　当分野で既知である緩衝剤、防腐剤、および別の標準的な賦形剤はまた、組成物に含ま
れてよい。
【００３０】
　溶媒はまた、本発明の組成物に含まれてよい。これらの溶媒は、室温で液体状態である
。例は、水、アルコール、芳香族溶媒、油（すなわち、鉱油、植物油、シリコーン油、な
ど）、植物油の低級アルキルエステル、脂肪酸、ケトン、グリコール、ポリエチレングリ
コール、ジオール、パラフィンなどを含む。特定の溶媒は、参照によりここに組み込まれ
る米国特許第５，６７４，８３２号に例示されるように、２，２，４－トリメチル、１，
３－ペンタンジオールおよびそれらのアルコキシ化された誘導体（特にエトキシ化された
誘導体）であるか、またはＮ－メチルピロリドンである。
【００３１】
共界面活性剤
　ここで有用な共界面活性剤は、非イオン性、カチオン性、アニオン性、両性、両性イオ
ン性、ポリマーの界面活性剤もしくはそれらの任意の組み合わせを含む。界面活性剤は典
型的には、炭化水素系、シリコーン系もしくはフッ化炭素系である。
【００３２】
　さらに、参照によりここに組み入れる米国特許第５，５５８，８０６号に記載されるよ
うな超拡散と緩衝しないような短鎖疎水性物質を持つような他の共界面活性剤もまた有用
である。また、上述の組成物は、塩化アルキル、ヨウ化アルキルおよび臭化アルキル類似
体、ならびにＨＣＬ、酢酸、プロピオン酸、グリコール酸などとの酸性対としても有用で
ある。当業者なら、溶解性を向上させ、そして非イオン性およびアニオン性共界面活性剤
との相互作用する可能性の潜在性をもたらす四級化の利点を理解するであろう。
【００３３】
　有用な界面活性剤は、アルコキシラート、特にエトキシラートであって、エチレンオキ
シド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシドおよびそれらの混合物を含むブロックコポ
リマーを含有するもの；アルキルアリールアルコキシラート、特にエトキシラートもしく
はプロポキシラートならびにそれらの誘導体であって、アルキルフェノールエトキシラー
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トを含むもの；アリールアリールアルコキシラート、特にエトキシラートもしくはプロポ
キシラートならびにそれらの誘導体；アミンアルコキシラート、特にアミンエトキシラー
ト；脂肪酸アルコキシラート；脂肪アルコールアルコキシラート；アルキルスルホナート
；アルキルベンゼンおよびアルキルナフタレンスルホナート；硫酸化脂肪アルコール、ア
ミンもしくは酸アミド；イセチオン酸ナトリウムの酸エステル；スルホコハク酸ナトリウ
ムのエステル；硫酸化もしくはスルホン酸化脂肪酸エステル；石油スルホナート；Ｎ－ア
シルサルコシン；アルキルポリグリコシド；アルキルエトキシ化アミンなどを含む。
【００３４】
　具体例は、アルキルアセチレンジオール（ＳＵＲＦＯＮＹＬ－Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔ
ｓ）、ピリロドン系界面活性剤（例えばＳＵＲＦＡＤＯＮＥ－ＬＰ１００－ＩＳＰ）、２
－エチルヘキシルサルファート、イソデシルアルコールエトキシラート（例えばＲＨＯＤ
ＡＳＵＲＦ　ＤＡ　５３０－Ｒｈｏｄｉａ）、エチレンジアミンアルコキシラート（ＴＥ
ＴＲＯＮＩＣＳ－ＢＡＳＦ）、エチレンオキシド／プロピレンオキシドコポリマー（ＰＬ
ＵＲＯＮＩＣＳ－ＢＡＳＦ）、ジェミニ型界面活性剤（Ｒｈｏｄｉａ）およびジフェニル
エーテルジェミニ型界面活性剤（例えばＤＯＷＦＡＸ－Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）を含
む。
【００３５】
　好ましい界面活性剤は、エチレンオキシド／プロピレンオキシドコポリマー（ＥＯ／Ｐ
Ｏ）；アミンエトキシラート；アルキルポリグリコシド；オキソトリデシルアルコールエ
トキシラートなどを含む。
【００３６】
　好ましい実施態様において、本発明の農薬組成物はさらに一つもしくはそれ以上の農薬
成分を含む。好適な農薬成分は、除草剤、殺虫剤、成長調整剤、防カビ剤、殺ダニ剤、ダ
ニ駆除剤、肥料、生物製剤、植物栄養剤、微量栄養素、殺生物剤、パラフィンミネラルオ
イル、メチル化種油（すなわち、大豆メチルもしくはキャノーラメチル）、（大豆油およ
びキャノーラ油のような）植物油、Ｃｈｏｉｃｅ（登録商標）（Ｌｏｖｅｌａｎｄ　Ｉｎ
ｄｕｓｔｒｉｅｓ、Ｇｒｅｅｌｅｙ、ＣＯ）およびＱｕｅｓｔ（Ｈｅｌｅｎａ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ、Ｃｏｌｌｉｅｒｖｉｌｌｅ、ＴＮ）のような水質調製剤、Ｓｕｒｒｏｕｎｄ（
登録商標）（Ｅｎｇｌｅｈａｒｄ　Ｃｏｒｐ）のような改質粘度、泡制御剤、界面活性剤
、湿潤剤、分散剤、乳化剤、付着助剤、漂流飛散抑制剤および水を含むがそれらには限定
されない。
【００３７】
　好適な農薬組成物は、一つもしくはそれ以上の上述の成分を本発明の有機修飾ジシロキ
サンと、タンク混合としてもしくは缶中配合としてのいずれか一方による混合のような当
分野に既知の方法による混合によって作製される。用語「タンク混合」は、少なくとも一
つの農薬を水もしくは油のようなスプレー媒体へと使用時に添加することを意味する。「
缶中」配合は、使用時に使用濃度へと希釈され、典型的にはタンク混合中であるが、また
は希釈せずに用いられても良いものを指す。
【００３８】
　コート
　典型的なコート配合物は、乳化、成分の相溶化、平滑化、流れおよび表面欠陥の減少の
目的のために湿潤剤もしくは界面活性剤を必要とする。さらに、それらの添加剤は、硬化
したもしくは乾燥したフィルムに、耐摩耗性、ブロッキング防止、親水性および疎水性の
性質のような改善をもたらす。コート配合物は溶剤型コート、水溶型コートおよび粉状コ
ートとして存在し得る。
【００３９】
　コート組成物は、建築コート、自動車コートおよびコイルコートのようなＯＥＭ産物コ
ート；工場整備コートおよび船舶コートのような特別な目的のコートとして利用される。
【００４０】
　典型的な樹脂の型は、ポリエステル、アルキド、アクリルおよびエポキシを含む。
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【００４１】
Ｃ．パーソナルケア
　より好ましい実施態様において、本発明のエポキシアミノシランコポリマーは、１００
重量部（「ｐｂｗ」）のパーソナルケア用組成物につき、０．１から９９ｐｂｗまで、よ
り好ましくは０．５ｐｂｗから３０ｐｂｗまで、そしてさらに好ましくは１から１５ｐｂ
ｗまでの本発明の組成物を含有し、そして１ｐｂｗから９９．９ｐｂｗまで、より好まし
くは７０ｐｂｗから９９．５ｐｂｗまで、そしてさらに好ましくは８５ｐｂｗから９９ｐ
ｂｗまでのパーソナルケア組成物を含有する。
【００４２】
　本発明の組成物は、ローションおよびクリームのようなパーソナルケア用エマルション
で利用されてよい。一般的に知られているように、エマルションは、少なくとも二つの不
混和相を含有し、このうちの一つは連続で、他の一つは不連続である。さらにエマルショ
ンは、種々の粘度を有する液体または固体であってよい。さらに加えてエマルションの粒
径は、マイクロエマルションであってよく、そして粒径が充分に小さいとき、マイクロエ
マルションは透明であるかもしれない。さらに、エマルションのエマルションを調製する
ことが可能であり、そしてこれは、一般的に多重エマルションとして知られる。このエマ
ルションは：
　１）不連続相が水を含有し、そして連続相が本発明のエポキシアミノシランコポリマー
を含有する水性エマルション；
　２）不連続相が本発明のエポキシアミノシランコポリマーを含有し、そして連続相が水
を含有する水性エマルション；
　３）不連続相が非水性ヒドロキシ溶媒を含有し、そして連続相が本発明のエポキシアミ
ノシランコポリマーを含有する非水性エマルション；そして、
　４）連続相が非水性ヒドロキシ有機溶媒を含有し、そして不連続相が本発明のエポキシ
アミノシランコポリマーを含有する非水性エマルション、
のようであろう。
【００４３】
　シリコーン相を含有する非水性エマルションは、米国特許第６，０６０，５４６号およ
び第６，２７１，２９５号に記載されており、これらの開示は参照によりこれに添えて明
確にここに編入する。
【００４４】
　ここで用いられるとき、「非水性ヒドロキシ有機化合物」という用語は、室温、例えば
約２５℃で、そして約１気圧で液体のアルコール、グリコール、多価アルコール、および
高分子グリコール、そしてそれらの混合物で例示されるヒドロキシ含有有機化合物を意味
する。この非水性有機ヒドロキシ溶媒は、室温、例えば約２５℃で、そして約１気圧で液
体であるアルコール、グリコール、多価アルコール、および高分子グリコール、そしてそ
れらの混合物を含有するヒドロキシ含有有機化合物からなる群より選択される。非水性ヒ
ドロキシ有機溶媒は、好ましくはエチレングリコール、エタノール、プロピルアルコール
、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロ
ピレングリコール、ブチレングリコール、イソブチレングリコール、メチルプロパンジオ
ール、グリセリン、ソルビトール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール
モノアルキルエーテル、ポリオキシアルキレン共重合体、およびそれらの混合物からなる
群より選択される。
【００４５】
　シリコーンのみの相、シリコーン相を含有する無水混合物、シリコーン相を含有する含
水混合物、油中水型エマルション、水中油型エマルション、または二つの非水性エマルシ
ョンのどちらかとしてか、またはそれらについての変形であっても、いったん望ましい形
態が達成されると、生じる物質は、改良された付着性と良好な触感特性とを有する通常は
クリームか、またはローションである。それを、ヘアケア、スキンケア、制汗剤、日焼け
止め剤、化粧品、カラー化粧品、防虫剤、ビタミン担体、ホルモン担体、芳香剤担体など
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のための配合物に混合できる。
【００４６】
　本発明のエポキシアミノシランコポリマーと、それらから誘導された本発明のシリコー
ン組成物が使用されてよいパーソナルケアの用途は、脱臭剤、制汗剤、制汗／脱臭剤、髭
剃り製品、スキンローション、保湿剤、収斂用化粧水、入浴製品、クレンジング製品、例
えばシャンプー、コンディショナー、ムース、整髪用ジェル、ヘアースプレー、毛髪染料
、ヘアカラー製品、毛髪脱色剤、ウェーブ製品、毛髪ストレイトナーなどのヘアケア製品
、例えばマニキュア液、マニキュア除光液、爪用クリーム、爪用ローション、あま皮軟化
剤などのマニキュア製品、例えば日焼け止め剤、防虫剤、および老化防止製品などの保護
クリーム、例えば口紅、ファンデーション、おしろい、アイライナー、アイシャドウ、ほ
お紅、メーキャップ、マスカラなどのカラー化粧品、そしてシリコーン成分が汎用的に添
加された別のパーソナルケア配合物、ならびに皮膚に塗布される薬効組成物の局所の投与
に適したドラッグデリバリーシステムをも含むが、これらに限定されない。
【００４７】
　好ましい実施態様において、本発明のパーソナルケア組成物は、一つもしくはそれ以上
のパーソナルケア成分をさらに含有する。適切なパーソナルケア成分は、例えば、皮膚軟
化剤、保湿剤、湿潤剤、例えばオキシ塩化ビスマスおよび二酸化チタンでコーティングさ
れた雲母などの真珠光沢のある顔料を含む顔料、着色剤、芳香剤、殺生物剤、防腐剤、酸
化防止剤、抗菌剤、抗真菌剤、制汗剤、皮膚の老廃細胞削剥用化粧品、ホルモン、酵素、
医薬化合物、ビタミン、塩、電解質、アルコール、ポリオール、紫外線吸収剤、植物抽出
物、界面活性剤、シリコーン油、有機油、ろう、塗膜形成要素、例えばヒュームドシリカ
または含水ケイ酸などの増粘剤、例えばタルク、カオリン、デンプン、加工デンプン、雲
母、ナイロンなどの微粒子充填剤、例えばベントナイトおよび有機修飾された粘土などの
粘土を含む。
【００４８】
　好適なパーソナルケア組成物は、例えば一つもしくはそれ以上の上述の成分を本発明の
組成物と混合するような当分野に既知の方法で混合するすることによって作製される。好
適なパーソナルケア組成物は、単一の相の形態であるか、またはエマルションの形態であ
ってよく、シリコーン相が不連続相または連続相である、水中油型エマルション、油中水
型エマルション、および無水エマルション、ならびに、例えば水中油滴の油中型エマルシ
ョンおよび油中水滴の水中型エマルションのような多重エマルションの形態をも含む。
【００４９】
　一つの有用な実施態様において、制汗剤組成物は、本発明のエポキシアミノシランコポ
リマーならびに一つもしくはそれ以上の活性制汗剤を含有する。好適な制汗剤は、例えば
米国食品医薬品局による１９９３年１０月１０日付の市販のヒト用制汗薬製品に関する一
般薬基準に列挙されているカテゴリーＩの活性制汗成分を含み、これは、例えばハロゲン
化アルミニウム、ヒドロキシハロゲン化アルミニウムであり、例えば塩化アルミニウム水
和物（ａｌｕｍｉｎｕｍ　ｃｈｌｏｒｏｈｙｄｒａｔｅ）、およびそれらのオキシハロゲ
ン化ジルコニルおよびヒドロキシハロゲン化ジルコニルとの錯体または混合物であり、こ
れらは、例えば塩化アルミニウムジルコニウム水和物（ａｌｕｍｉｎｕｍ－ｚｉｒｃｏｎ
ｉｕｍ　ｃｈｌｏｒｏｈｙｄｒａｔｅ）や、例えばアルミニウムジルコニウムテトラクロ
ロヒドレックスグリシンのようなアルミニウムジルコニウムグリシン錯体などである。
【００５０】
　他の有用な実施態様において、スキンケア組成物は、本発明の組成物と、例えばシリコ
ーン油または有機油のようなビヒクルとを含有する。スキンケア組成物は、任意選択で、
例えばトリグリセリドエステル、ワックスエステル、脂肪酸のアルキルエステル、脂肪酸
のアルケニルエステル、または多価アルコールエステルのような皮膚軟化剤と、顔料、例
えばビタミンＡ、ビタミンＣ、およびビタミンＥのようなビタミン、例えば二酸化チタン
、酸化亜鉛、オキシベンゾン、オクチルメトキシシンナマート、ブチルメトキシジベンゾ
イルムエタン、パラアミノ安息香酸、およびオクチルジメチルパラアミノ安息香酸のよう
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な日焼け止め（ｓｕｎｓｃｒｅｅｎ）または日焼け防止（ｓｕｎｂｌｏｃｋ）の化合物な
どのスキンケア組成物において汎用的に使用される一つもしくはそれ以上の既知の成分と
をさらに含んでよい。
【００５１】
　他の有用な実施態様において、例えば口紅、メーキャップ、またはマスカラ組成物のよ
うなカラー化粧品組成物は、本発明の組成物、ならびに顔料、水溶性染料または脂溶性染
料のような着色剤を含有する。
【００５２】
　他の有用な実施態様において、本発明の組成物は、芳香性物質と併せて利用される。こ
れらの芳香性物質は、芳香性化合物、カプセル化された芳香性化合物、または希釈せずに
そのままか、カプセル化された芳香放散化合物であってよい。特に、本発明の組成物と相
溶性がよいのは、米国特許第６，０４６，１５６号；第６，０５４，５４７号；第６，０
７５，１１１号；第６，０７７，９２３号；第６，０８３，９０１号；および第６，１５
３，５７８号に開示されるような芳香放散ケイ素含有化合物であり；これらのすべてを参
照によりこれに添えてここに具体的に組み入れる。
【００５３】
　本発明の組成物の用途は、パーソナルケア組成物に限定されず、本発明の組成物で処理
されたワックス、光沢剤、および織物のような別の製品もまた意図される。
【００５４】
Ｄ．ホームケア
　ホームケアの用途は、洗濯洗剤および繊維柔軟剤、食器用洗剤、木材用および家具用光
沢剤、床磨き剤、浴槽およびタイルの洗浄剤、便器洗浄剤、硬表面洗浄剤、窓用洗浄剤、
曇り止め剤、配水管洗浄剤、自動食器洗浄機用洗剤および水切り剤（ｓｈｅｅｔｉｎｇ　
ａｇｅｎｔ）、カーペット用洗浄剤、予洗染み抜き剤、さび洗浄剤および湯あか除去剤を
含む。
【００５５】
Ｅ．油およびガス
　この有機修飾シリル化界面活性剤の発明の組成物は、油およびガスの利用に有用であり
、これは抗乳化（ｄｅｍｕｌｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を含む。
【００５６】
Ｆ．水処理
　有機修飾シリル化界面活性剤の発明を含有する組成物は、商業用および工業用の開放再
循環冷却水塔、閉鎖冷却水装置、冷却水導管、熱交換器、凝縮器、非循環型冷却装置、殺
菌機、空気清浄機、熱交換装置、空調設備／増湿装置／除湿機、静水調理器具、安全水お
よび／または防火水の貯蔵装置、水を使った有害ガスの浄化装置、廃水圧入井、ろ過およ
び清澄器を含む流入水浄化装置、排水処理、排水処理タンク、導管、ろ過池、蒸解がま、
清澄器、溜池、沈砂池、用水路、悪臭防止、イオン交換樹脂床、膜ろ過、逆浸透、精密ろ
過および限外ろ過、冷却塔用途における生物膜の除去促進、熱交換器およびプロセス水装
置などを含む用途に有用である。
【００５７】
Ｇ．パルプおよび紙処理
　この有機修飾シリル化界面活性剤の発明の組成物は、板紙用消泡剤およびパルプ化工程
用の湿潤剤のようなパルプおよび紙の用途において有用である。
【実施例】
【００５８】
　実験的合成実施例
　実施例Ａ
平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２２ＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエ
ポキシキャップ化ポリエーテル（１４８．２８ｇ）、アミノプロピルトリイソプロポキシ
シラン（５１．７２ｇ）およびイソプロパノール（６０．００ｇ）が５００ｍｌ丸底フラ
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スコで混合された。溶液は還流するまで加熱され、マグネチックスターラーで攪拌された
。反応は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により測定されるまで還流し続けるように
された。生じる物質は暗い淡黄色を示した。物質はロータリーエバポレーターへと移され
、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸
発された。
【００５９】
　実施例Ｂ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（５１．７２ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨ
ＣＨ２（ＯＣＨ２ＣＨ２）７．３ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエ
ーテル（１４８．２８ｇ）およびイソプロパノール（６０．０ｇ）が５００ｍｌフラスコ
内で混合された。物質は還流され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全
てのエポキシ基が消費されたと滴定により測定されるまで２４時間続けられた。物質はロ
ータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３
パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。
【００６０】
　実施例Ｃ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（４０．３ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣ
Ｈ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０Ｓｉ（ＣＨ３

）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサン
（２０６．１２ｇ）および平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ
）７ＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（１８．６７ｇ）ならび
にイソプロパノール（８８．４８ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流
され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費された
と滴定により測定されるまで１５．５時間続けられた。物質はロータリーエバポレーター
へと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）
で２時間蒸発された。
【００６１】
　実施例Ｄ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（５４．２７ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨ
ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０Ｓｉ（ＣＨ

３）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサ
ン（１８５．７０ｇ）および平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）７Ｃ
Ｈ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（４９．７４ｇ）ならびにイソ
プロパノール（５０７．３９ｇ）が１ｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オー
バーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定によ
り測定されるまで１６時間続けられた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イ
ソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発さ
れた。
【００６２】
　実施例Ｅ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（５３．９４ｇ）、ビスフェノールＡジグリシ
ジルエーテル（４８．０９ｇ）およびイソプロパノール（２５．０１ｇ）が２５０ｍｌフ
ラスコ内で混合された。物質は還流され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還
流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により測定されるまで２４時間続けられた。物
質はロータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、
５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。
【００６３】
　実施例Ｆ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（５９．２２ｇ）、１，７－ジエポキシオクタ
ン（２０．４０ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ
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３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０－Ｓｉ（ＣＨ３）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２Ｃ
Ｈ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサン（２０．４１ｇ）およびイソプロパ
ノール（２５．０１ｇ）が２５０ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オーバ
ーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により
測定されるまで１６時間続けられた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イソ
プロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発され
た。
【００６４】
　実施例Ｇ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（４１．４８ｇ）、１，６－ヘキサンジオール
ジグリシジルエーテル（２９．４３ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ

２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０－Ｓｉ（ＣＨ３）２ＣＨ２ＣＨ

２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサン（２９．２６ｇ
）およびイソプロパノール（１１０．０１ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物
質は還流され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消
費されたと滴定により測定されるまで２４時間続けられた。物質はロータリーエバポレー
ターへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒ
ｒ）で２時間蒸発された。
【００６５】
　実施例Ｈ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（３４．０７ｇ）、水素化ビスフェノールＡジ
グリシジルエーテル（３２．９８ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２

ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０－Ｓｉ（ＣＨ３）２ＣＨ２ＣＨ２

ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサン（３２．９６ｇ）
およびイソプロパノール（１１０．０８ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物質
は還流され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費
されたと滴定により測定されるまで２４時間続けられた。物質はロータリーエバポレータ
ーへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ
）で２時間蒸発された。
【００６６】
　実施例Ｉ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（１２．９４ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨ
ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］２５－Ｓｉ（Ｃ
Ｈ３）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキ
サン（８７．０６ｇ）およびイソプロパノール（３０．０ｇ）が２５０ｍｌフラスコ内で
混合された。物質は還流され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全ての
エポキシ基が消費されたと滴定により測定されるまで１６時間続けられた。物質はロータ
リーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パス
カル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。得られた物質は透明の淡黄色の液体であった。
【００６７】
　実施例Ｊ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（２７．００ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨ
ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０－Ｓｉ（Ｃ
Ｈ３）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキ
サン（９２．７０ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）７ＣＨ２

ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（２７．６９ｇ）およびイソプロパ
ノール（２５３．４３ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オー
バーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定によ
り測定されるまで１６時間続けられた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イ
ソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発さ
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れた。
【００６８】
　実施例Ｋ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（１１．２０ｇ）、ポリブタジエンジグリシジ
ルエーテル（Ｍｗ　３１５０ｇ／モル）およびイソプロパノール（１００．０ｇ）が５０
０ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌さ
れた。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により測定されるまで２３時間続けら
れた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除くために
７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。得られた物質は粘性のある
透明の淡黄色の液体であった。
【００６９】
　実施例Ｌ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（７５．２２ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨ
ＣＨ２（ＯＣＨ２ＣＨ２）６．９ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエ
ーテル（１２４．８１ｇ）およびイソプロパノール（６０．００ｇ）が５００ｍｌフラス
コ内で混合された。物質は還流され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は
全てのエポキシ基が消費されたと滴定により測定されるまで２４時間続けられた。物質は
ロータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３
３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。得られた物質は粘性のある透明の淡黄色
の液体であった。
【００７０】
　実施例Ｍ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（７１．３１ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨ
ＣＨ２（ＯＣＨ２ＣＨ２）１１．７ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリ
エーテル（１２８．６９ｇ）およびイソプロパノール（６０．００ｇ）が５００ｍｌフラ
スコ内で混合された。物質は還流され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流
は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により測定されるまで２４時間続けられた。物質
はロータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５
３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。
【００７１】
　実施例Ｎ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（４０．３４ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨ
ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５－Ｓｉ（ＣＨ

３）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサ
ン（９．６６ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）７．７ＣＨ２

ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（５０．００ｇ）およびイソプロパ
ノール（２１．０１ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オーバ
ーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により
測定されるまで２４時間続けられた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イソ
プロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発され
た。
【００７２】
　実施例Ｏ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（４２．９０ｇ）、構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ

２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２ＯＳｉ（ＣＨ３）２ＯＳｉ（ＣＨ３）２ＣＨ２

ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサン（７．１１
ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）７．７ＣＨ２ＣＨ（Ｏ）Ｃ
Ｈ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（５０．０２ｇ）およびイソプロパノール（２１
．０１ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オーバーヘッドスタ
ーラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により測定されるま
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で２４時間続けられた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノール
を取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。
【００７３】
　実施例Ｐ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（２７．００ｇ）、構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ

２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０－Ｓｉ（ＣＨ３

）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサン
（５２．１４ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）９ＣＨ２ＣＨ
（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（４８．６０ｇ）およびイソプロパノー
ル（２００．００ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オーバー
ヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により測
定されるまで２４時間続けられた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イソプ
ロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された
。
【００７４】
　実施例Ｑ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（２７．００ｇ）、構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ

２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０Ｓｉ（ＣＨ３）

２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサン（
１３．９０ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）７．７ＣＨ２Ｃ
Ｈ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（５３．６９ｇ）およびイソプロパノ
ール（２００．０１ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オーバ
ーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により
測定されるまで２４時間続けられた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イソ
プロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発され
た。
【００７５】
　実施例Ｒ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（７１．３１ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨ
ＣＨ２（ＯＣＨ２ＣＨ２）１１．７ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリ
エーテル（１２８．６９ｇ）およびイソプロパノール（６０．００ｇ）が５００ｍｌフラ
スコ内で混合された。物質は還流され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流
は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により測定されるまで２４時間続けられた。物質
はロータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５
３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。
【００７６】
　実施例Ｓ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（１５．０２ｇ）、構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ

２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］１００Ｓｉ（ＣＨ３

）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサン
（９８．４２ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２１．７ＣＨ

２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（３６．５６ｇ）およびイソプロ
パノール（１５０．０１ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オ
ーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定に
より測定されるまで２４時間続けられた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、
イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発
された。
【００７７】
　実施例Ｔ
平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）１１．２ＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２
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のエポキシ末端キャップポリエーテル（５９．３７ｇ）、アミノプロピルトリイソプロポ
キシシラン（２４．３８ｇ）、アミノプロピルトリエチルシラン（１２．６５ｇ）および
イソプロパノール（１００ｇ）が５００ｍｌ丸底フラスコ内で混合された。溶液は還流す
るまで加熱され、マグネチックスターラーにて攪拌された。反応は全てのエポキシ基が消
費されたと滴定により測定されるまで還流し続けるようにされた。生じる物質は暗い淡黄
色を示した。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除く
ために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。
【００７８】
　実施例Ｕ
平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）１１．２ＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２

のエポキシ末端キャップポリエーテル（３４．５６ｇ）、アミノプロピルトリイソプロポ
キシシラン（１４．７５ｇ）、オレイルアミン（０．７０ｇ）およびイソプロパノール（
５０ｇ）が２５０ｍｌ丸底フラスコ内で混合された。溶液は還流するまで加熱され、マグ
ネチックスターラーにて攪拌された。反応は全てのエポキシ基が消費されたと滴定により
測定されるまで還流し続けるようにされた。生じる物質は暗い淡黄色を示した。物質はロ
ータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３
パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。
【００７９】
　実施例Ｖ
平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）１１．２ＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２

のエポキシ末端キャップポリエーテル（３４．９２ｇ）、アミノプロピルトリイソプロポ
キシシラン（１４．５８ｇ）、エチルヘキシルアミン（０．４９ｇ）およびイソプロパノ
ール（５０ｇ）が２５０ｍｌ丸底フラスコ内で混合された。溶液は還流するまで加熱され
、マグネチックスターラーにて攪拌された。反応は全てのエポキシ基が消費されたと滴定
により測定されるまで還流し続けるようにされた。生じる物質は暗い淡黄色を示した。物
質はロータリーエバポレーターへと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、
５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発された。
【００８０】
コートの塗布の実施例
実施例１～４のための基質のコート
合成実施例Ａ、Ｂ、ＣおよびＤからの産物は以下の方法を用いて作製された。実施例Ａ、
Ｂ、ＣもしくはＤ（５ｇ）は２０ｇの蒸留水へと添加された。溶液はマグネチックスター
ラーにより混合され、酢酸によってｐＨ７へと中和された。生じる配合物は以下の表に列
挙される。実施例配合物１～４は、クリーンで乾燥された非処理のスチールプレートへと
コートされた。コートは０．０７５ｍｍ（３ミル）のワイヤを巻きつけたロッドを用いて
実施された。５ｍｌのそれぞれの配合物はロッドの最前部で基質へと添加された。ロッド
は一定の強さと速度で基質を横切って引っ張られた。コートは４日間室温にて硬化された
。
【００８１】
【表１】

【００８２】
　塗布実施例１　光沢
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ＡＳＴＭ標準テスト方法（Ｄ４０３９－８７）が用いられた。２０°と６０°の両方の鏡
面光沢度がとられ、下の表に示される。２つのパネルがコートされ、光沢度が測定された
。
【００８３】
【表２】

【００８４】
　塗布実施例２　鉛筆硬度
鉛筆テストによるフィルム硬度のための標準的な試験方法（ＡＳＴＭ　Ｄ３３６３－７４
）からの手順が続いて行われた。処理されたスチールのパネルへと様々な硬度の鉛筆を用
いた複数の引っかきがなされた。結果は以下の表に示される。評価は引っかき硬度もしく
はフィルムを破裂させられないかもしくは引っき傷をつけられなかったもっとも硬い鉛筆
に基づく。
【００８５】
【表３】

【００８６】
　塗布実施例３　クロスハッチ接着
テープテストによる接着の測定のための標準的な試験方法（ＡＳＴＭ　Ｄ３３５９－８７
）からの手順を用いてクロスハッチ接着性能が評価された。実施例の配合物は非処理のス
チールへとコートされ、室温で４日間硬化された。試験方法Ｂが用いられ、そこではフィ
ルムが格子パターンで引っかかれた。テープが引っかき傷表面へと適用され、その後取り
除かれた。生じるコートはフィルムのはがれた部分もしくは失われた部分で評価された。
４つ全ての実施例配合物が試験されたとき、そのような欠陥は検出されなかった。
【００８７】
　塗布実施例４　溶液耐性
メチルエチルケトン（ＭＥＫ）耐性測定の標準的な試験方法（ＡＳＴＭ　Ｄ４７５２－８
７）が採用された。コートされたスチール基質はまず脱イオン水にて洗浄され、そしてす
ぐにハンマーヘッドとＭＥＫで飽和したチーズクロスを備える自動装置が適用された。サ
ンプルは１５回擦られ、そして傷が調べられた。プロセスは１２０振動を用いて繰り返さ
れ、そして再び傷が調べられた。結果は以下の表に示される。
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【００８８】
【表４】

【００８９】
　塗布実施例５　衝撃耐性
急送変形の影響に対する有機コートの耐性を測定するための標準的な試験方法（衝撃、Ａ
ＳＴＭ　Ｄ２７９４－６９）が用いられた。この試験のための全スケールは１から５であ
る。５はダメージ無しを示し、１は明白に傷ついている。４の評価は、衝撃の中心におけ
るピンポイントの変色もしくは円の辺縁部における傷のみを示す。コートされたスチール
パネルは、コートされた側（直接）および非コートサイド（逆側）であった。結果は以下
に示される。
【００９０】

【表５】

　
【００９１】
　硬表面の実施例の抗染み剤の塗布
以下の実施例は硬表面保護のための抗染み剤としてシランＡＢｎを持ちいる用途を例示す
る。
【００９２】
　コート配合物を作製する手順
合成実施例Ｃ、Ｊ、ＬおよびＭは、２０％の水性配合物へと希釈され、酢酸によって中和
された（ｐＨ７）。この用途において試験される硬表面は、テラコッタおよび大理石であ
った（７．６２センチメートル×７．６２センチメートル（３’’×３’’））。それぞ
れのタイルの半分はそれぞれのタイルに対して０．５ｍｌの配合物を添加する事によって
処理された。コートはそれぞれのタイルの半分が均一のコートを持つように塗布器を用い
て平滑化された。タイルは周囲温度において一晩硬化された。対照の配合物はＨＧ　ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌから市販の硬表面封止剤であった。これに続く日それぞれにタイ
ルは染み溶液を２滴ずつもたらされた。染みは以下の表に列挙される。染みは周囲温度で
１６時間、表面に配置された。そののち、タイルは湿ったスポンジとＤａｗｎ皿洗い洗剤
で洗浄された。乾燥したら、タイルは視覚的に評価され、０～１０の間のスコアが与えら
れ、０は残余がまったくあとに残らなく、一方、濃い染みが明らかにあるとき１０が与え
られた。非処理のタイルと比較して、染み防御において、市場性のある改善がある。
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様々な基質における染みの結果
【表６】

【表７】

【表８】
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【表９】

【００９４】
不織布への用と実施例
不織ポリプロピレンの処理
　配合物は下のテーブルに従って作成された。すべての配合物は酢酸でｐＨ７へと中和さ
れた。それぞれの実施例の配合は、１００％のピックアップへの０．５％添加で１００％
ポリプロピレン（ＰＰ）不織のカバーストック（スパンボンデッド（Ｓｐｕｎｂｏｎｄ）
のポリプロピレン２２ｇ／ｍ２）へと塗布された。不織の最終物はＰａｄ方法でＰＰおむ
つのカバーストックへと適用され、１０５℃９０秒間のＷｅｒｎｅｒ　Ｍａｔｈｉｓ　Ａ
Ｇドライヤーでの乾燥条件で乾燥された。
　
【００９５】

【表１０】

【００９６】
流れ出し適用
流れ出し実験はＥｄａｎａ１５２．０－９９に従って実施された。２５°の角度で配置さ
れた、紡がれたポリプロピレンの処理されたものの断片へと塗布されたときの０．９％塩
化ナトリウム溶液の流れ出し％が表に与えられる。二つの異なる対の処理が選ばれた。実
施例配合物１１および１２は疎水性の処理であり、一方実施例１３および１４は親水性で
ある。ポリプロピレンの非処理のシートは比較として用いられた。
【００９７】
【表１１】

【００９８】
貫通
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　流れ出し実験はＥｄｅｎａ１５０．３－９６に従って実施された。２５°の角度で配置
された、紡がれたポリプロピレンの処理されたものの断片へと塗布されたときの０．９％
塩化ナトリウム溶液の流れ出し％が表に与えられる。実施例配合物１１および１２は疎水
性の処理であり、一方実施例１３および１４は親水性である。ポリプロピレンの非処理の
シートは比較として用いられた。
【００９９】
【表１２】

【０１００】
　静水圧試験Ｉｎｄａ標準試験ＩＳＴ８０．４
静水圧試験は水柱が表面上に置かれたときの水の貫通に対する耐性を試験するために、処
理されたポリプロピレン上で実施された。処理されたポリプロピレンは、両方に５．０８
センチメートル（２インチ）の円形の孔を持つ二つのプラスチックの断片の間に挟まれた
。上側の断片は上昇する柱へと接続された。水はＰＰ物質の真上のはめ込みを通じて渦巻
きができる事の無いような速さで導入された鏡が装置の下に配置され、水が柱へと添加さ
れた。水滴が形成され、装置の底から落ちるときの水の高さが記録された。データは下の
表に示される。配合物１３および１４において、積み重ねがまったく起こらず、水はすぐ
に貫通し、ポリプロピレンを通じて流れ始めた。
【０１０１】
【表１３】

【０１０２】
　移動
処理されたポリプロピレンおむつのカバーストックの移動の効果が調べられた。非処理の
ポリプロピレンと隣接する疎水性のコートに対する移動はもっとも望ましくない。乾燥し
た移動は最終産物の漏れが生じる。以下の手順がコートされたポリプロピレンの移動への
耐性を調べるために用いられた。非処理の１００％のｓｐｕｎｂｏｎｄのＳＭＳ　（Ｓｐ
ｕｎｂｏｎｄ　Ｍｅｌｔｂｌｏｗｎ　Ｓｐｕｎｄｂｏｎｄ）のポリプロピレンの網目が、
実施例配合物１３もしくは１４のいずれか一方によって処理された１００％ｓｐｕｎｂｏ
ｎｄのポリプロピレンの不織の網目の上および下に配置された。保管を模擬するために重
量（８．９ｋｇ／ｍ２（０．５ｌｂ．／ｉｎ２））が不織布へと１週間５０℃で置かれ、
全ての層が親水性について調べられた（ＡＡＴＣＣ試験方法７９－１９９５）。所望の結
果は、頂部と底部の層が疎水性を残し、そして処理された不織布が親水性を残しているこ
とである。ポリプロピレンの頂部もしくは底部の層のいずれかの親水性における任意の変
化は移動と考えられた。試験は測定当たり３００秒で終了した。
【０１０３】
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【表１４】

【０１０４】
　親水性処理のいずれかが用いられた時、移動はまったく見られなかった。比較のために
プロセスが非硬化の市販のおむつカバーストック処理で繰り返された。頂部および底部層
は９０～１００秒の貫通時間を示した。明らかに親水性の処理は処理されたＰＰから非処
理のＰＰへと移動した。
【０１０５】
布への適用
配合物
【表１５】

【０１０６】
　合成実施例Ｏ、Ｐ、ＲもしくはＬはビーカー中で脱イオン水と混合され、オーバーヘッ
ドスターラーで攪拌され、そして酢酸でｐＨ５の酸性にされた。
【０１０７】
　対照配合物２のマイクロエマルションの作製の配合および調製手順
Ｍａｇｎａｓｏｆｔ　Ｄｅｒｍａ　ＮＴの２０％エマルションは、２５．０ｇの市販のポ
リシリコーンｑｕａｔ（Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａ
ｌｓ）を使い捨てビーカー中の１０．５グラムのＴＤＡ－６および１．８グラムのＴＤＡ
－１２（両方ともＥｔｈｏｘ製造の界面活性剤）へと添加する事で作製された。混合物は
マグネチックスターラーで中庸の速さ（～６００ｒｐｍ）で５分間攪拌された。別に、６
２．０グラムの脱イオン水、０．４グラムの酢酸および０．３グラムの酢酸ナトリウムが
添加ロートで混合された。水、酢酸および酢酸ナトリウム溶液は液滴で３０分間かけて添
加された。最後の添加の終了後、エマルションはさらなる１０分間攪拌された。
【０１０８】
　Ｐａｄ　Ｂａｔｈでの処理のために２０％のマイクロエマルションの希釈が必要とされ
た。機械的スターラーが用いられ、０．５％の活性濃度で全ての物質が均一に分散するま
で脱イオン水が中庸の攪拌（～６００ｒｐｍ）のもとで添加された。
【０１０９】
　Ｐａｄ　Ｂａｔｈによる処理
希釈された処理液（０．５％活性、１５０ｇ）が使い捨てのビーカーへと注がれた。非処
理の繊維の断片が計量され、重量が記録された。繊維は３０秒間もしくは完全に湿るまで
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処理用液へと浸された。飽和した布は１１．４３センチメートル（４．５インチ）のゴム
のローラーを備えたＷｅｒｎｅｒ　Ｍａｔｈｉｓ　ｐａｄｄｅｒを通された。繊維は再び
計量され、ローラー圧は１００％湿潤のピックアップが達成されるよう調整された。処理
に続いてすぐに、サンプルを乾かすために１３０℃で５分間、サンプルが繊維オーブンへ
と置かれた。
【０１１０】
繊維のコンディショニング
処理されたおよび非処理の繊維のすべての物理的評価の前にサンプルは、２１℃、６５％
相対湿度にセットされた環境チャンバに最低２４時間置かれた。
【０１１１】
湿潤
　水滴が繊維の表面を貫通するのに必要な時間を増加させる（疎水性）もしくは減少させ
る（親水性）の処理による能力。この試験はＡＡＴＣＣ試験方法７９－１９９２に沿って
実施された。処理されたもしくは非処理の綿のニット繊維の断片は、１５センチメートル
（６インチ）の刺しゅうリング中に固定された。繊維は伸びないが、繊維がぴんと張って
しわやひだが無いように注意が払われた。脱イオン水の水滴が繊維上にスポイドで適用さ
れ、タイマーが開始された。水滴が完全に繊維を貫く時にタイマーが止められ、秒単位で
記録された。それぞれの繊維の異なる部位において、プロセスが６回繰り返された。報告
される値はそれらの記録の平均であり、下の表に示されます。試験は６００秒で終了した
。６００秒の値は水滴が決して繊維表面を通り抜けなかったことを示す。
【０１１２】

【表１６】

【０１１３】
　試験は疎水性処理実施例配合物１５で繰り返された。表に示されるのは、綿のニット繊
維が処理され洗浄された時の結果である。１、３、５、１０および２０回の洗浄の後、繊
維が湿潤について試験された。洗浄／乾燥手順は下の堅牢性セクションに記載される。
【０１１４】

【表１７】

【０１１５】
ウィッキング
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処理がどれだけ繊維を通る水のウィッキングを高めるかもしくは阻むかを評価するために
ウィッキング試験が実施された。この試験はＡＳＴＭ　Ｄ－５２３７試験プロトコールに
沿って実施された。５．０８センチメートル×１７．８センチメートル（２インチ×７イ
ンチ）の処理されたかもしくは非処理の繊維の細長い断片が様々なサンプルシートより切
り取られた。繊維の一つの端の末端から１５ｍｍ未満で鉛筆の線でマークされた。２つの
標準的な金属のペーパークリップがサンプルの線と末端の間でとめられた。繊維の他の端
が大きな（＃１００）バインダークリップを持つスタンドへと固定された。繊維が、色の
付いた水のビーカー中で鉛筆の線まで浸された。６分の後、繊維サンプルは水から取り出
され、鉛筆の線から吸い上げられた水の最終的な位置までの距離が定規で測定され、ミリ
メートルの単位で記録された。手順は４回繰り返され、測定は平均され、下の表に示され
る。
【０１１６】
【表１８】

【０１１７】
　堅牢性（機械洗浄／乾燥）
堅牢性試験は、繰り返しの洗浄および乾燥ののち、処理が綿のニット繊維状にどれだけ残
るかを調べた。処理された２８センチメートル×２８センチメートル（１１インチ×１１
インチ）の繊維のサンプルはトップローダー洗濯機へと置かれた。機械は、７２リットル
（１９ガロン）の水量で、３０．６℃（８７Ｆ°）の温度で１２分の洗浄ピリオドの通常
の洗浄サイクルへとセットされた。用いられる洗剤は６０ｇのＡＡＴＣＣ標準的基準の洗
剤であった。洗浄されると、繊維サンプルは高温で３０分間で時間乾燥に設定されたフロ
ントローダーの乾燥機中に置かれて乾燥された。プロセスは下の表に書かれているような
示される数の洗浄／乾燥サイクルの間繰り返された。繊維サンプルはＢＦ３消化へとさら
され、そしてシリコーン含量がＧＣを用いて測定された。報告される値は、洗浄回数後に
残るシリコーンのパーセントである。親水性の処理。
【０１１８】

【表１９】

【０１１９】
　試験は、５０／５０ポリエステル綿混合物、ダクロンおよびナイロン上における実施例
配合物１９で繰り返された。処理はポリエステル／綿混合物に対する２０回の洗浄の後取
り除かれなかった。処理された、ダクロンおよびナイロンに対してはシリコーン含量にお
ける減少があった。
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【０１２０】
【表２０】

【０１２１】
スプレー試験
　堅牢性に対する代替的な試験が実施された。スプレー試験がＡＡＴＣＣ試験方法２２－
１９８９に沿って実施された。処理された綿ニット繊維が上述の堅牢性セクションに記載
されるのと同じ方法で１、３、５、１０および２０回の洗浄／乾燥サイクルで洗浄された
。繊維は１５．２４センチメートル（６インチ）の刺繍リングに固定された。繊維は伸び
ないが、繊維がぴんと張ってしわやひだが無いように注意が払われた。集合体が、大きな
ロートとシャワーヘッドの下に４５°の角度で配置される治具を保持するスタンドからな
るスプレー試験装置へと置かれた。２５０ｍｌの脱イオン水がロートおよびシャワーヘッ
ドを通して試験サンプルへ注がれた。サンプル／リングは取り出され、そのスプレー試験
の格付け標準の外観と比較して０～１００で視覚的に格付けされた。対照サンプルは綿の
ニットの非処理の断片であった。結果は下の表に示される。１２１－１１３の大きい数字
は、表面が２０回の洗浄の後でさえ疎水性を残している事を示す。
【０１２２】

【表２１】

【０１２３】
　手触り（柔軟性／バルク／滑らかさ）
５人のパネルが、処理が綿のニット繊維に与える柔軟性およびバルクを測定するのに指名
された。テストパネルが１から１０までの繊維の柔軟性を格付けするように問われた。非
処理の繊維のサンプルが１を示すのに用いられた。高い値はとても柔軟性が高く気持ちの
良い感じを示す。試験された多くの配合物は、非処理の対象に対して良い結果を示した。
【０１２４】
【表２２】
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【０１２５】
上述の実施例は発明の例示に過ぎず、本発明の一部分のみの特徴を例示する。添付される
請求項が、考えうる限り広く発明を請求することを意図し、ここで示される実施例はすべ
ての可能な実施態様の多様なものから選択される実施態様の例示である。従って、出願者
の意図は添付した請求項は本発明の特徴を説明するのに用いられた実施例の選択によって
制限されるべきではないというものである。請求項で使われるとき、単語「含有する（ｃ
ｏｍｐｒｉｓｅｓ）」およびその文法的な類義語は論理的に例えば、「本質的に～からな
る（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」および「からなる（ｃｏ
ｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」のようなものであるがそれらに限定されない変化する範囲お
よび異なる範囲のものを内在するかもしくは含む。必要なら、範囲が提供され、これらの
範囲はそれらの間のすべてのサブ範囲（ｓｕｂ－ｒａｎｇｅ）を含む。そのような範囲は
マーカッシュ群のように見られても良いし、異なるペア毎の数値限定からなるマーカッシ
ュ群の集まりとして見られても良く、そのような群は下限および上限によって完全に限定
されず、下限から上限までの数値的に規則正しい方法で増加する。それらの範囲における
変動はそれらが一般的に広まってないとしても当業者ならそれらの変動は添付された請求
項によって包含されると解釈出来るということを示唆すると期待されるべきである。科学
技術の進歩が等価物および代替物を作り出す可能性があり、言語の不正確さの理由によっ
て今はそうとは考えられなくても、添付される請求項によって包含されることが可能であ
ると解釈されることが期待される。ここに引用されるすべての米国特許（および特許出願
）は参照によってここでおよびこれによって全てが示されるようにそのすべてが明確に組
み込まれる。
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